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～本日
ほんじつ

のおすすめの本
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『きつね』新美に い み

南吉
なんきち

童話
ど う わ

選集
せんしゅう

２より 
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なんきち

 作
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  ポプラ社
しゃ

（２０１３年
ねん

初版
し ょはん

） 

＊この本
ほん

は９番
ばん

の書棚
し ょだな

にあり ます。（貸出
かしだし

可能
か の う

） 

 

 

３年生
ねんせい

ぐらい 

から読
よ

めます。 

 

新美
に い み

南吉
なんきち

は４年生
ねんせい

の国語
こ く ご

「ごんぎつね」で学習
がくしゅう

しま

す。今
いま

から１００年
ねん

近
ちか

くも前
まえ

に書
か

かれた「ごんぎつね」

が、いまだに現代
げんだい

の国語
こ く ご

の教科書
きょうかしょ

に載
の

っているのもすご

いですね。 

ちなみに教科書
きょうかしょ

にのっている「ごんぎつね」は新美
に い み

南吉
なんきち

が１９歳
さい

の時
とき

に発表
はっぴょう

されたといわれています。 

今回
こんかい

は、きつねが一匹
いっぴき

も出
で

てこないのに「きつね」というタイトルがついた新美
に い み

南吉
なんきち

のおはなしを

紹介
しょうかい

します。 

新美
に い み

南吉
なんきち

といえば、「ごんぎつね」や「手
て

ぶくろを買
か

いに」「おじいさんのランプ」「でんでんむしのか

なしみ」など、とても多
おお

くの童話
ど う わ

を残
のこ

しています。 

幼少
ようしょう

のころ、早
はや

くに母
はは

を亡
な

くし、親戚
しんせき

の家
いえ

にあずけられた新美
に い み

南吉
なんきち

は、生涯
しょうがい

その悲
かな

しみをかかえて

生
い

きていきます。この「きつね」という作品
さくひん

には、どんなことがあっても、たとえ世界中
せかいじゅう

の人
ひと

が自分
じ ぶ ん

の

敵
てき

になっても、自分
じ ぶ ん

を心
こころ

から愛
あい

してくれる「母親
ははおや

」という存在
そんざい

への強
つよ

い思
おも

いがえがかれています。 

いつもは仲
なか

が良
よ

いお友達
ともだち

が、ふとしたことから文
ぶん

六
ろく

ちゃんに「きつねが憑
つ

いている」と思
おも

い込
こ

みま

す。俗
ぞく

にいう「狐憑
きつねつ

き」とは今
いま

では迷信
めいしん

や言
い

いつたえとされていますが、新美
に い み

南吉
なんきち

が子
こ

どものころには

信
しん

じられていたようで、文
ぶん

六
ろく

ちゃんは「狐
きつね

が憑
つ

いて、ばけものかもしれない」という恐
おそ

ろしさに子
こ

ども

たちが翻弄
ほんろう

されていきます。 

文
ぶん

六
ろく

ちゃんは、泣
な

く泣
な

く家
いえ

に帰
かえ

りますが、そんな文
ぶん

六
ろく

ちゃんはお母
かあ

さんの大
おお

きな愛
あい

に包
つつ

まれます。ど

んなことがあってもお母
かあ

さんが自分
じ ぶ ん

のことを一番
いちばん

大事
だ い じ

に思
おも

ってくれるという新美
に い み

南吉
なんきち

の切
せつ

なる願
ねが

い

が如実
にょじつ

にえがかれた作品
さくひん

です。 

この「きつね」は新美
に い み

南吉
なんきち

が死
し

を覚悟
か く ご

した二か月前
に か げ つ ま え

に書
か

かれた作品
さくひん

で、亡
な

き母
はは

を懐
なつ

かしがる思
おも

いが

あふれています。 

 


